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1 レシーバー（受話口）
2 ディスプレイ
3 マイク（送話口）
4 外部接続端子（端子キャップ付）
5 スモールライト
6 サブディスプレイ
7 赤外線ポート
8 ストラップ取り付け穴
9 カメラ（レンズカバー）
a スピーカー
b 通信用内蔵アンテナ
c 電池カバー

端子キャップについて
 .通常は閉じたままでお使いください。
ストラップ取り付け穴について
 .金属製のストラップを取り付ける
と、受信感度に影響を与えることが
あります。
通信用内蔵アンテナについて
 .感度に影響しますので、シールなど
を貼ったり、手で覆ったりしないで
ください。

キーのはたらき（待受画面）
 .（　）内は、本書での表記です。
 .【長】は、キーを長く押したときの 
はたらきです。
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まずは各部の名前とキーのはたらきを確認各部の名前とはたらき
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1 発信履歴キー（E）
発信履歴表示

2 便利キー（H）
便利メニュー表示

3 センターキー（%）
メインメニュー表示

4 着信履歴キー（F）
着信履歴表示

5 楽ともキー1（B）
楽とも1表示

6 楽ともキー2（C）
楽とも2表示

7 戻るキー（$）
1つ前の画面表示

8 通話キー（!）
電話番号入力画面表示

9 ダイヤルキー（0～9）
電話番号入力
【長】 電話帳あ行（1）～ら行（9）、

わ行（0）表示
a Nキー（(）
「N」、「P」入力
【長】 位置情報送信

b メール／A/aキー（)）
メールメニュー表示

c 楽ともキー3（A）
楽とも3表示

d 楽ともキー4（D）
楽とも4表示

e 電話帳キー（G）
電話帳表示

f 電源キー（"）
操作中止
【長】 電源Off
g #キー（#）
「#」入力
h カメラ／文字キー（&）
カメラ起動

i 緊急ブザーキー（I）
時計表示切替（クローズ）
【長】 緊急ブザー動作

 ■マルチガイドキーについて
HGFEの各キーは、それぞれ
のはたらきの他、項目や文字変換
候補の選択にも利用できます。

左に移動

上に移動

下に移動

右に移動

 .本書では、これらのキーを総称し
て、「マルチガイドキー」と呼び、次
のように表記している場合もあり
ます。

e HまたはGを押す
f FまたはEを押す

g
HGFEのいずれかを
押す
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各部の名前とはたらき

ポジションについて

 ■クローズポジション
本機を閉じて2つ折りにした状態
です。持ち運ぶときは、この状態に
してください。

 ■オープンポジション
本機を開いた状態です。キー操作
や通話などはこの状態で行ってく
ださい。
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電池パックを本機に取り付ける電池パックを取り付ける／取り外す
本機に電池パックが取り付けられ
ていないときは、次の手順で取り付
けます。

1
電池カバーを取り外す
電池カバー

 .電池カバーを押しながら矢印の
方向へスライドさせたあと、持
ち上げます。

2
電池パックを取り付ける

 .印刷面を上にして、電池パック
の先を合わせてください。

3
電池カバーを取り付ける

 .電池カバーをキャビネットの両
端に合わせて、ゆっくりとスラ
イドさせます。

電池パックを取り外す
 .本機の電源を切った状態で、図のよ
うに電池パックを持ち上げます。

 ■電池パックについて
 .電池パックを使い切った状態で、保
管・放置しないでください。お客様
が登録・設定した内容が消失また
は変化したり、電池パックが使用で
きなくなることがあります。長期間
保管・放置するときは、半年に1回
程度補充電を行ってください。
 .電池パックの使用条件によって、寿
命が近づくにつれて電池パックが
膨れることがありますが、安全上問
題はありません。
 .電池パックは消耗品です。十分に 
充電しても使用できる時間が極端
に短くなったら、交換時期です。新
しい電池パックをお買い求めくだ
さい。
 .電池パックや本機の充電端子が汚
れたら、乾いたきれいな綿棒などで
清掃してください。そのままにして
おくと、充電ができなくなるなど接
触不良の原因となります。
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電池パックを取り付ける／取り外す

リチウムイオン電池について
 .本機は、リチウムイオン
電池を使用しています。
リチウムイオン電池は
リサイクル可能な貴重
な資源です。
 .リサイクルは、お近
くのモバイル・リサ
イクル・ネットワー
クのマークのあるお
店で行っています。
 .リサイクルのときは、ショートさせ
たり、分解しないでください。火災・
感電の原因となります。
通信用サブアンテナについて
 .本機内部には、図の位置に通信用サブ
アンテナが取り付けられています。電
池カバーを取り外したとき、誤っては
がさないようにご注意ください。

電池パック

通信用サブ
アンテナ
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別売のACアダプタで充電電池パックを充電する
ACアダプタは付属していません。
オプション品（別売）のACアダプ
タ（XN-AAWP01）をお買い求め
ください。
 .パソコンと接続して充電すること
もできます（AP.10-17 ）。

家庭用
ACコンセント
AC100V

外部接続端子

端子キャップ

ACアダプタ

スモールライト

接続コネクター刻印面

リリース
ボタン

プラグ

ACアダプタ利用時のご注意
 .充電中は、ACアダプタや本機が温
かくなることがあります。
 .充電するとき以外、プラグは倒して
ください。また、コードを強くひっ
ぱったり、ねじったりしないでくだ
さい。断線の原因となります。
 .充電・イヤホンが同時使用できる
市販のアダプタは、使用しないでく
ださい。故障の原因となることがあ
ります。

1
外部接続端子の端子キャップ
を矢印の方向に開く

 .端子キャップを開いたあとは、
本機をクローズポジションに戻
しておいてください。

2
外部接続端子にACアダプタ
の接続コネクターを差し込む

3
ACアダプタのプラグを起こ
し、家庭用ACコンセントに差
し込む

21

 .充電が始まり、スモールライト
が赤色で点灯します。
 .スモールライトが消灯すれば、
充電は完了です。
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電池パックを充電する

4
ACアダプタのプラグを家庭
用ACコンセントから抜き、プ
ラグを倒す

5
本機から接続コネクターを取
り外す

 .リリースボタンを押さえなが
ら、まっすぐに引き抜いてくだ
さい。

6
端子キャップを閉じる
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電源の入れかた／切りかたと持ち運び時のご注意電源を入れる／切る
1

"（長押し）

2
しばらくすると…

 .待受画面が表示されます。

電源を切るときは
"（長押し）
 .終了画面が表示されたあと、画面が
消灯します。
持ち運ぶときは
 .必ずクローズポジションにしてく
ださい。

 ■画面の自動消灯について
通話中や操作をしない状態が続く
と、電池パックの消耗を抑えるた
め、自動的に画面表示が消えます
（パネルセーブ）。
 .画面を点灯するときは、いずれかの
キー（通話中のときは"以外）を押
します。

バックライトについて
 .画面が自動消灯する前に画面表示
が暗くなります。
 .画面が見えづらいときは、0～9

を押すとバックライトが点灯します
（押したキーの動作が行われますの
で、ご注意ください）。
 .通話時は、画面表示が暗くならず、
すぐに消灯します。
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待受画面と基本的な画面／マークのしくみ画面／マークの見かた
待受画面について

待受画面は、本機の操作の起点とな
る画面です。画面上部には、本機の
状態を示すマークが表示されます。
 .おもなマークの見かたについては、
P.1-11 を参照してください。

 ■インフォメーションについて
電話を受けられなかったり、メー
ル着信があったりすると、待受画
面下部にインフォメーションが表
示されます。

 .お知らせ内容（「新着メール」など）
と件数が表示されます。お知らせ内
容を選び%を押すと、内容を確認
できます。

未読のインフォメーションを確認
する
%S電話機能S%Sインフォメー
ションS%

ソフトキーについて
画面下部に表示される文字は、左
から順にB、%、Aを押したときに
操作できる内容を表しています。

%B A

サブメニューについて
 .「メニュー」が表示されているとき、
該当のソフトキーを押すと、サブ
メニューが表示されます。サブメ
ニューからは、各機能に関するさま
ざまな操作や設定が行えます。
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ディスプレイのマーク

 ■常時点灯しているマーク

電波状態※1

電池レベル
※1 棒の数が多いほど電波状態が良好

です。

 ■機能の動作を示すマーク
着信中
通話中
Java™アプリ起動中
Java™アプリ一時停止中
メモリカード取り付け中
メモリカードアクセス中
メモリカード読み込み中
メモリカードフォーマット中

 ■お知らせのためのマーク
未読メールあり
未受信メールあり
用件録音あり（簡易留守録設
定中）
用件録音あり（簡易留守録未
設定時）
ソフトウェア更新結果あり
メモリカード使用不可能／接
触不良

 ■本機の設定を示すマーク
電波Offモード設定中
簡易留守録設定中
カレンダー／予定リスト設定
中（アラームOn）
カレンダー／予定リスト設定
中（アラームOff）
アラーム設定中
マナーモード設定中
安全運転モード設定中
オリジナルモード設定中
着信音量サイレント設定中

バイブレータ設定中
キー操作ロック設定中（即時）
自動位置情報送出設定中

 ■通信関連のマーク
SSL対応の画面表示中
パケット通信利用中
メール受信中
ソフトウェア更新中
USBケーブル接続中
USB通信中
赤外線通信接続中
赤外線送受信中

待受画面のマークについて
 .待受画面では、大きさや形状の異な
るマークがあります。
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画面／マークの見かた

サブディスプレイのマーク

 ■基本的なマーク

 

電波状態※1

電池レベル
※1 棒の数が多いほど電波状態が良好

です。

 ■お知らせのためのマーク
不在着信あり
簡易留守録用件あり
未読メールあり
未受信メールあり
ソフトウェア更新あり
送信失敗メールあり

 ■本機の状態を示すマーク
アラーム動作あり
カレンダーアラーム動作あり
予定リストアラーム動作あり

サブディスプレイを表示する
サブディスプレイ消灯時にI

サブディスプレイの表示について
 .サブディスプレイには、通常時計が
表示されます。Iを押すたびに、表
示が切り替わります。
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メニューから順に選んで呼び出し機能を呼び出す
メインメニューから機能を選ぶ

1
%

 .メインメニューが表示されます。

2
g機能／項目選択S%

 .選んだ機能が実行されたり、項目
内のメニューが表示されます。
 .項目内のメニューが表示された
ときは、eで項目を選び、%を
押します。

1つ前の画面に戻る
 .$を押します。確認操作などが必
要なこともあります。
待受画面に戻る
 ."を押します。確認操作などが必
要なこともあります。

 ■タブについて
その画面や項目に複数の画面／項
目があるときは、「タブ」が表示され
ます。タブの切替はfで行います。

タブ

 ■便利メニューについて
待受画面でHを押すと、よく使う
機能のメニューが表示されます。
eで機能を選び%を押すと、利用
できます。



1-14

準
備
／
基
礎
知
識

1
HS自分の番号S%

 .自分の番号画面が表示されます。

登録内容を編集する

1
自分の番号画面で 
f詳細情報

2
項目選択SA

3
編集項目選択S%S内容編
集S%SA

便利な機能を使いこなす

 S自分の番号などの情報を赤外線通
信で送信する
自分の番号画面でA（長押し）S
画面の指示に従って操作

 S自分の番号などの情報をEメール
に添付する
自分の番号画面でBS自分の情報
送信S%Sメール添付S% 
Sメール作成SA

 S送信する電話番号などの情報を設
定する
自分の番号画面でBS自分の情報
送信設定S%S項目選択S 
%SA

 S詳細情報などをお買い上げ時の状
態に戻す
自分の番号画面でBS自分の情報
リセットS%SはいS%

電話番号を確認、メールアドレスなどの情報を登録電話番号を確認する
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マナーを守って便利に利用マナーについて
本機をお使いになるときは、周囲
への気配りを忘れないようにしま
しょう。
 .劇場や映画館、美術館などでは、周
囲の人たちの迷惑にならないよう
に電源を切っておきましょう。
 .レストランやホテルのロビーなど、
静かな場所では周囲の人たちの迷
惑にならないように気をつけま
しょう。
 .電車やバスなどの交通機関では、
車内のアナウンスや掲示に従いま
しょう。
 .街の中では、通行の妨げにならない
場所で使いましょう。

マナーモードを利用する
着信があったりアラームが動作し
ても、本機から音が出ないように
します。

1
HSマナーモードS%

2
マナーモードS%

 .マナーモードが設定されます。

マナーモードを設定すると
 .着信音などの音量が「サイレント」に
なります。
 .着信時などにバイブレータが動作
するようになります。
 .カメラ撮影時のシャッター音は、設
定にかかわらず常に一定の音量で
鳴ります。
マナーモードを解除する
1のあと通常モードS%

マナーモード設定時の動作を変更
する
1のあとマナーモードSBS設定
項目選択S%S各設定項目の操作



1-16

準
備
／
基
礎
知
識

マナーについて

安全運転モードを利用する
着信があっても、着信音やバイブ
レータが動作しないようにしま
す。相手には、運転中のため通話で
きないことをお知らせします。

1
HSマナーモードS%

2
安全運転モードS%

 .安全運転モードが設定されます。

安全運転モードを解除する
1のあと通常モードS%

安全運転モード設定中に着信が
あったとき本機で応答する
1のあと安全運転モードSBS電
話機応答S%

安全運転モード設定中に着信があっ
たときネットワークで応答する
1のあと安全運転モードSBS

ネットワーク応答S%Sメッセー
ジ録音あり／メッセージ録音なし
S%

 .「メッセージ録音あり」を選ぶと、
留守番電話センターで相手のメッ
セージをお預かりすることができ
ます（別途、留守番電話サービスへ
のお申し込みが必要です）。

電波Offモードを利用する
電源は入れたまま、電波の送受信
だけを停止します。
 .電波の送受信を停止すると、電話の
発着信、メールの送受信、インター
ネット接続など、電波をやりとりす
る機能が利用できなくなります。

1
%S設定S% 
Sfネットワーク

2
電波OffモードS%

3
電波OffするS%

 .電波Offモードが設定されます。

電波Offモードを解除する
2のあと電波OffしないS%



1-17

準
備
／
基
礎
知
識

便利な機能を使いこなす

 Sオリジナルのモードを作成する
HSマナーモードS%Sオリ
ジナルモードSBS設定項目選
択S%S各設定項目の操作

 Sオリジナルモードを利用する
HSマナーモードS%Sオリ
ジナルモードS%

 Sモードの設定を初期化する
HSマナーモードS%Sモー
ド選択SASはいS%

 .安全運転モードは初期化できま 
せん。
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暗証番号でセキュリティを強化暗証番号について
本機の使用にあたっては、次の暗
証番号が必要となります。あらか
じめ操作用暗証番号、管理者用暗
証番号を登録してからご利用くだ
さい。
操作用
暗証番号

各機能を利用するときに
使います。

管理者用
暗証番号

設定初期化、完全消去＋
初期化を行うときに使い
ます。

 .各暗証番号はお忘れにならないよ
う、また、他人に知られないようご
注意ください。
 .他人に知られ悪用されたときは、そ
の損害について責任を負いかねま
すので、あらかじめご了承ください。
 .本書は、操作用暗証番号、管理者用
暗証番号が登録されている状態で
の操作方法を記載しています。

暗証番号未登録のまま利用すると
 .暗証番号が必要な機能を利用する
とき、暗証番号登録の画面や暗証番
号登録が必要である旨のメッセー
ジが表示されます。
各機能で暗証番号の入力を間違え
ると
 .入力間違いを知らせるメッセージ
が表示されます。操作をやり直して
ください。

操作用暗証番号を登録する
4～8ケタの番号を設定できます。

1
%S設定S% 
Sf本体・メモリカード

2
セキュリティ設定S%

 .セキュリティ設定画面が表示さ
れます。

3
暗証番号設定S% 
S暗証番号登録S%
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4
登録する操作用暗証番号入力
S%

5
再度、登録する操作用暗証番
号入力S%

操作用暗証番号を変更する
3のあと、現在の操作用暗証番号入
力S%S4以降

 ■操作用暗証番号の入力要否を設
定する

入力要否設定を「必要」にすると、各
種データの全件削除などのとき、操
作用暗証番号の入力が必要となり、
セキュリティを強化できます。
 .本書は、入力要否設定が「不要」に設
定されている状態での操作方法を記
載しています。

1
セキュリティ設定画面で 
暗証番号設定S%

2
入力要否設定S% 
S必要／不要S%

3
操作用暗証番号入力S%

管理者用暗証番号を登録する
4～8ケタの番号を設定できます。

1
セキュリティ設定画面で 
管理者用設定S%

2
管理者用暗証番号登録S%

3
登録する管理者用暗証番号入
力S%

4
再度、登録する管理者用暗証
番号入力S%

管理者用暗証番号を変更する
2のあと、現在の管理者用暗証番号
入力S%S3以降
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はじめてインターネット（メー
ル）を利用するときは、オンライ
ンサインアップを行い、ウィル
コムのインターネット接続先
「WILLCOM」の開通を行う必要
があります。
 .オンラインサインアップを行うと、
ウィルコムのメールアドレスも取
得できます。
 .通信料はかかりません。

オンラインサインアップ時のご注意
 .オンラインサインアップは、電波状
態のよい場所で行ってください。
 .ご契約内容によっては、オンライン
サインアップができないことがあ
ります。

1
HSインターネットS%

 .インターネットメニュー画面が
表示されます。
 .)を押して表示される、メー
ルメニュー画面からも操作でき
ます。

2
オンラインサインアップ
S%

 .オンラインサインアップ画面が
表示されます。

3
必要事項を入力／設定 
Sこれで設定を行うS%

 .オンラインサインアップが開始
されます。以降は、画面の指示に
従って操作してください。

サーバー内のメール設定について
 .オンラインサインアップ完了後、再
度オンラインサインアップを行う
と、メール自動受信や拒否設定など、
サーバー内のメール設定を行うこと
ができます。設定項目などの詳細や
操作方法は、画面の情報を参照して
ください。
オンラインサインアップで取得し
た情報を削除する
2のあと削除S%SはいS%

オンラインサインアップで開通操作はじめてインターネット（メール）を利用するとき
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